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　最低賃金（時間額）が各都道府県で改定

されました。愛知県の場合これまでの758

円から22円アップし780円になりました。

　最低賃金制度とは、最低賃金法に基づき

国が賃金の最低額を決め、使用者（事業

主）は、その最低賃金額以上の賃金を労働

者に支払わなければならないとする制度で

す。最低賃金額以上の賃金を支払わない場

合には、罰則（50万円以下の罰金）が定

められています。

　最低賃金には、「地域別最低賃金」と

「特定（産業別）最低賃金」の2種類があ

ります。

　地域別最低賃金は、常用、臨時、パート、

アルバイト、嘱託などの雇用形態や呼称に

係らず、都道府県内で働くすべての労働者

とその使用者に適用されます。特定（産業

別）最低賃金は、特定地域内の特定産業の

基幹的労働者とその使用者に対して適用さ

れます。また、派遣労働者は、派遣先の最

低賃金が適用されます。

　(※)最低賃金には次の賃金は算入しませ

ん。①臨時に支払われる賃金（結婚手当

てなど）、②１ヶ月を超える期間ごとに支

払われる賃金（賞与など）、③所定労働時

【お詫び】

　先月号において、協同印刷㈱の訃報をお

伝えしましたところお名前に誤りがありま

した。関係各位にご迷惑をお掛けしました

こと、深くお詫び申し上げるとともに、再

度、正しい内容を掲載いたします。

　訃報

　■協同印刷㈱専務取締役川合浩氏は10

月23日ご逝去されました。葬儀・告別式

は10月26日豊橋市の「葬儀会館ティア豊

橋南」において執り行われました。謹んで

ご冥福をお祈りいたします。

　京都府印刷工業組合（滝本正明理事
長）では、全国の印刷組合並びに関連企
業が結集する「2014全日本印刷文化典
京都大会」（平成26年10月24日・25
日）に合わせ、「販促アイデアグランプ
リ2014」を開催する。この催事は、デ
ジタル技術の発展により情報伝達手段が
多様化する中で、様々なアイデアを駆使
して印刷需要の拡大に成功している全国
各地の組合員より出展を募集する。「販
促アイデアグランプリを実施することで、
出展社の一層の販促拡大と組合員間の連
携やコラボレーションに繋がり印刷業界
全体の活性化に結び付く」としている。
　【出展募集要項】
　▼名称：「販促アイデアグランプリ」
　▼会期：平成26年10月24日午後５
時～７時
　▼会場：ウェスティン都ホテル東館２
階
　▼募集対象：第一次募集／全国の印刷
工業組合並びに印刷工業組合会員企業

　▼出展募集：①斬新で独創性のある販
促アイデアであること、②具体的な販促
活動が可能であること
　▼募集時期：平成26年３月
　▼出展小間：直径２メートルの円卓
　▼出展料：１小間３万円(消費税込み)
　▼審査方法：来場者１人１票の投票
　▼賞金：グランプリ他（賞金総額100
万円）
　▼表彰：会期当日午後7時より開催の
「記念パーティー」の席上で表彰
　▼詳細：京都府印刷工業組合事務局
　TEL075(312)0020　FAX075
(314)8692

間を超える時間の労働に対して支払われる

賃金（時間外割増賃金など）、④所定労働

日以外の日の労働に対して支払われる賃金

（休日割増賃金など）、⑤午後10時～午前

５時までの間の労働に対して支払われる賃

金の内、通常の労働時間の賃金の計算額を

超える部分（深夜割増賃金など）、⑥精皆

勤手当、通勤手当、家族手当。

　⑴時間給の場合

　時間給≧最低賃金額（時間額）

　⑵日給の場合

　日給÷１日平均所定労働時間≧最低賃金

額（時間給）ただし、日額が定められてい

る特定（産業別）最低賃金が適用される場

合には、日給≧最低賃金額（日額）

　⑶月給の場合

　月給÷１ヶ月平均所定労働時間≧最低賃

金額（時間額）

　⑷上記の組み合わせの場合

　例えば、基本給が時間給制で各手当（職

務手当てなど）が月給制などの場合は、そ

れぞれ上記⑴、⑶の式により時間額に換

算し、それらを合計したものを最低賃金額

（時間額）と比較します。
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巻頭言

　2013年11月６日から10日まで、第４回ポ
スターグランプリが行われました。
　ご後援、ご協賛、ご協力いただきました組合
の皆様方には、厚く御礼申し上げます。
　今回のポスターグランプリは、学生の方に
とどまらず、一般の方からの作品も応募の対象
としました。今回のテーマは、「技」あなたが
イメージする「技｣。グランプリの決定につい
て、①テーマを的確に表現していること、②ポ
スター機能としてのメッセージ性に優れている
こと、③斬新な発想とアイデアにより独自の新
規性を有すること、④ポスターデザインの観点
から、見やすさにおいて優れていることを中心
に、総合的に審査。その結果、グランプリには、
学生の竹内君佳さんが受賞しました。心よりお
祝い申し上げます。
　全印工連では、2013年10月４日に、「全
印工連フォーラム2013」を開催しました。
フォーラム第１部のプレゼンテーションでは、
印刷産業新成長戦略「印刷道　～ソリューショ
ン・プロバイダーへの深化～」の骨子・概要、
およびソリューション・プロバイダーの６類型
（戦略方向性）の説明が行われました。
　フォーラムの中では、印刷産業は、2020年、

市場規模17％減などの厳しい状況になること
を予測。その厳しい状況を乗り切るため、ソ
リューション・プロバイダーとして、持続可能
な成長をし、未来を創る印刷産業へと進化を遂
げるための戦略を６類型の方向性に分けて提言
がなされました。
　2020年に成長企業として飛躍するために
は、印刷のものづくりにこだわる、印刷ワンス
トップサービスを行い、提供する印刷関連サー
ビスの幅を広げる、印刷関連以外の業務受託ま
でサービスの幅を広げることなどが必要である
と言われました。
　現在のデジタル化された設備における印刷で
は、職人芸のようなものがだしづらくなったと
思います。言い換えれば、誰にでもできる仕事
になったといえます。
　しかしながら、デジタル化された設備におい
ても印刷のものづくりにこだわることが必要で
す。その中から、新たな技が生まれ、その技が
ビジネスチャンスにつながると思います。
　前述したように、第４回ポスターグランプリの
テーマは、「技｣。今後、厳しいとされる印刷業
界ですが、今後の成長のためには、原点に戻っ
て「技」にこだわる必要があると考えます。

「技にこだわる」

副理事長　細井　俊男

2014全日本印刷文化典京都大会

「販促アイデアグランプリ2014」
出展社募集

■最低賃金・改定　　　　　　　　　 愛知県の最低賃金780円に!!

臨時、パート、アルバイト、嘱託など雇用形態に係らず、すべての労働者に適用



　表彰式は、岐阜印工小川優二理事が司会を務め、冒頭主催
者を代表して挨拶に立った愛印工木野瀬理事長は、来賓、審
査委員、入賞者などの参加者と協賛企業に感謝の意を表した
後、次のように述べた。
　「ポスターグランプリも今回で第４回目を迎え、今回から
一般の部も加わったことで、約350点の多くの応募がありま

した。今回のテーマは『 技（わざ）』でした。印刷物を制作
するにあたっては、その中にいろいろな技を持ち込んで作り
上げなくてはなりません。その技を磨く、その方法には、例
えば、新聞にはチラシが折り込まれてきます、電車に乗れば
車内吊りポスターなどがかかっています。いろいろなところ
に皆さんの教材があります。一つ一つのものに気を配り感性
を養うことが大事になってきます。世の中は大きく変化し私
共の印刷業界も様変わりをしてきていますが、どのような状
況になろうとも皆さんの力が必要です。これからも大いに研
鑽を積まれ、活躍されんことを願っております」。
　また、来年開催の第５回ポスターグランプリのテーマが
「伝える」に決まったことが報告された。
　次いで、審査にあたった審査委員各氏が紹介された後、表
彰式に移り、最優秀賞、優秀賞に輝いた各氏が表彰された。
（敬称略）

　「技（わざ）」をテーマに作品募集が行われた第４回「ポス
ターグランプリ」（主催=愛知県印刷工業組合、岐阜県印刷工業
組合、三重県印刷工業組合、愛知県印刷協同組合）の入賞者表彰
式が、「ポスターグランプリ展」開催中の11月10日午前10時
30分より、愛知芸術文化センター・アートスペースAで開催さ
れた。表彰式には、主催組合、来賓、審査員とともに入賞関係者

ら多数が参加。最優秀賞（グランプリ）を獲得した竹内君佳さん
（専門学校日本デザイナー芸術学院））に、愛印工木野瀬吉孝理
事長より賞状・副賞が授与された。さらに、優秀賞、特別賞、協
賛会社賞の各賞がそれぞれの受賞者に授与された。
　なお、愛知県美術館ギャラリーで開催されたポスターグランプ
リ展には、会期中710人の入場者があった。

　■最優秀賞（グランプリ）：竹内君佳（専門学校日本デザ
イナー芸術学院）
　■優秀賞［一般の部］：和田尚樹（半田中央印刷㈱）
　■優秀賞［一般の部］：相木紀彦（トーヨー印刷㈱）
　■優秀賞［大学生・専門学校生の部］：山村萌（専門学校
日本デザイナー芸術学院）
　■優秀賞［大学生・専門学校生の部］：上原ミシェル理沙
（名古屋コミュニケーションアート専門学校）
　■優秀賞［高校生の部］稲垣佑衣（サンデザイン専門学校
高等課程）
　■優秀賞［高校生の部］成田朱里（岐阜県立岐阜各務野高
等学校）
　また、特別賞、協賛会社賞の授与も行なわれた。
　続いて、来賓紹介に移り、中部経済産業局産業部流通・
サービス産業課林正実課長、愛知県産業労働部産業振興課丹
羽和彦課長、㈱中日新聞社社会事業部村瀬隆治部長の紹介が
行われた後、来賓を代表して林課長が祝辞を述べた。
　その中で林課長は、「通商産業省も皆さん方のようにデザ
インに勤しむ方々の育成に力を注いでいます。今回のデザイ
ングランプリを契機として、今後もますますご活躍されるこ
とを祈念しております」と期待を寄せた。
　最後に、審査報告と作品講評を安藤清審査委員長（中部デ
ザイン団体協議会会長）が行い次のように纏めた。
　「今回の作品の審査にあたり若い方々の想像力に感激しま
した。１枚のポスターを制作することほど難しいものはない
と思いますが、今後も精進されデザイン振興に尽力されるこ
とを期待しております。ものづくりにはデザインがなくては

成り立ちません。このグランプリが長く続くことで、優秀な
方々が多く輩出されることが楽しみです」。

■特別賞（敬称略）
　■中部経済産業局長賞：上越明穂（あいち造形デザイン
専門学校)、■愛知県知事賞：中村梨紗（専門学校日本デザ
イナー芸術学院)、■岐阜県知事賞：溝口美香（名古屋芸術
大学)、■三重県知事賞：松尾郁香（名古屋芸術大学)、■
名古屋市長賞：小澤未歩（愛知県立起工業高等学校)、■愛
知県教育委員会賞：平松里穂（あいち造形デザイン専門学
校)、■岐阜県教育委員会賞：野崎綾花（岐阜県立岐阜工業
高等学校)、■三重県教育委員会賞：三輪衣里佳（あいち造
形デザイン専門学校)、■名古屋市教育委員会賞：伯本蘭奈
（専門学校日本デザイナー芸術学院)、■中日新聞社賞：田
中理央（名古屋コミュニケーションアート専門学校)、■中
部デザイン団体協議会賞：柴田那奈（名古屋総合デザイン
専門学校)、■全日本印刷工業組合連合会会長賞：小此木茉
理（愛知県立起工業高等学校)、■愛知県印刷工業組合理事
長賞：水野志美（専門学校日本デザイナー芸術学院)、■岐
阜県印刷工業組合理事長賞：松野智子（ヨツハシ㈱)、■三
重県印刷工業組合理事長賞：桑原菜月（名古屋造形大学）
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■愛印工・岐阜印工・三重印工・愛印協主催

第４回「ポスターグランプリ」表彰式
最優秀賞（グランプリ）に竹内君佳さん（専門学校日本デザイナー芸術学院）

来年度のテーマは

「伝える」

作品コンセプト
刀が多く使われた江戸時代の刀剣鍔職人は、現代の日本人にも模
倣されるデザインを生み出した。時代が移り変わっても日本人が
感じる魅力は変わっていないことから、本質の不変を、生み出し
た職人の技として表現した。

表彰式で主催者を代表し挨拶する木野瀬理事長

最優秀賞、優秀賞を受けた皆さん。左より相木紀彦（トーヨー印刷㈱）、和田尚樹（半田中央印刷㈱）、稲垣佑衣（サンデザイン専門学校高等課程）
竹内君佳（専門学校日本デザイナー芸術学院）、山村萌（専門学校日本デザイナー芸術学院）、上原ミシェル理沙（名古屋コミュニケーションアート専門学校）

賑わいを見せるポスターグランプリ展示会場

最優秀賞の竹内君佳さんと作品



　表彰式は、岐阜印工小川優二理事が司会を務め、冒頭主催
者を代表して挨拶に立った愛印工木野瀬理事長は、来賓、審
査委員、入賞者などの参加者と協賛企業に感謝の意を表した
後、次のように述べた。
　「ポスターグランプリも今回で第４回目を迎え、今回から
一般の部も加わったことで、約350点の多くの応募がありま

した。今回のテーマは『 技（わざ）』でした。印刷物を制作
するにあたっては、その中にいろいろな技を持ち込んで作り
上げなくてはなりません。その技を磨く、その方法には、例
えば、新聞にはチラシが折り込まれてきます、電車に乗れば
車内吊りポスターなどがかかっています。いろいろなところ
に皆さんの教材があります。一つ一つのものに気を配り感性
を養うことが大事になってきます。世の中は大きく変化し私
共の印刷業界も様変わりをしてきていますが、どのような状
況になろうとも皆さんの力が必要です。これからも大いに研
鑽を積まれ、活躍されんことを願っております」。
　また、来年開催の第５回ポスターグランプリのテーマが
「伝える」に決まったことが報告された。
　次いで、審査にあたった審査委員各氏が紹介された後、表
彰式に移り、最優秀賞、優秀賞に輝いた各氏が表彰された。
（敬称略）

　「技（わざ）」をテーマに作品募集が行われた第４回「ポス
ターグランプリ」（主催=愛知県印刷工業組合、岐阜県印刷工業
組合、三重県印刷工業組合、愛知県印刷協同組合）の入賞者表彰
式が、「ポスターグランプリ展」開催中の11月10日午前10時
30分より、愛知芸術文化センター・アートスペースAで開催さ
れた。表彰式には、主催組合、来賓、審査員とともに入賞関係者

ら多数が参加。最優秀賞（グランプリ）を獲得した竹内君佳さん
（専門学校日本デザイナー芸術学院））に、愛印工木野瀬吉孝理
事長より賞状・副賞が授与された。さらに、優秀賞、特別賞、協
賛会社賞の各賞がそれぞれの受賞者に授与された。
　なお、愛知県美術館ギャラリーで開催されたポスターグランプ
リ展には、会期中710人の入場者があった。

　■最優秀賞（グランプリ）：竹内君佳（専門学校日本デザ
イナー芸術学院）
　■優秀賞［一般の部］：和田尚樹（半田中央印刷㈱）
　■優秀賞［一般の部］：相木紀彦（トーヨー印刷㈱）
　■優秀賞［大学生・専門学校生の部］：山村萌（専門学校
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－ 4 － － 5 －

■愛印工・岐阜印工・三重印工・愛印協主催

第４回「ポスターグランプリ」表彰式
最優秀賞（グランプリ）に竹内君佳さん（専門学校日本デザイナー芸術学院）

来年度のテーマは

「伝える」

作品コンセプト
刀が多く使われた江戸時代の刀剣鍔職人は、現代の日本人にも模
倣されるデザインを生み出した。時代が移り変わっても日本人が
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最優秀賞の竹内君佳さんと作品



　愛知労働局では、本年度を初年度とする「第12次労働災
害防止推進計画」を掲げ、労働災害の防止に取り組んでいま
す。この目標を達成するために、本年度も「平成25年度年
末年始安全衛生総点検運動」を実施します。
　【趣旨】
　平成25年の愛知県内における労働災害は、９月30日現在、
死傷者数は4,206人（前年対比0・4％減）、そのうち死亡
者は34人（前年対比１人増）となっています。

　本年度は第12次労働災害防止計画の初年度にあたり、労
働災害の大幅な削減を図るため、愛知局版の第12次労働災
害防止推進計画及び第８次粉じん障害防止総合対策推進計画
を策定して、同計画で定める目標の確実な達成に向けて積極
的に労働災害防止対策などに取り組んでいます。特に労働災
害の多発が懸念される年末年始の繁忙期に、「家族待つ　年
末年始　無災害」をスローガンに、職場に潜む危険有害要因
を的確に洗い出し、これを除去することにより、安心して働
ける職場を目指して、「平成25年度年末年始安全衛生総点
検運動」を展開します。
　【実施期間】
　平成25年12月１日～平成26年１月20日まで。
　【主唱者】
　愛知県労働局・管下各労働基準監督署。
　【協力者】
　愛知県労働基準監督署、各地区労働基準協会、その他。
　【実施者】
　各事業場
　【主唱者及び協力者の実施事項】
　①局署幹部と労働災害防止団体幹部との合同パトロールの
実施。
　②職場の安全衛生点検表の配布。
　③年末年始安全衛生総点検運動のチラシの作成・掲示、
ホームページ掲載などによる広報。
　④年末に交通労働災害の多発が懸念される業種に対する交
通労働災害防止の指導・要請。
　⑤事業者が行う労働災害防止活動に対する指導及び援助。
　【事業者の実施事項】
　①職場全体の安全衛生総点検の実施（職場の安全衛生点検
表の活用／機械など設備の安全措置、用具・工具の使用状況、
保護具などの使用状況、製品や原料などで使用されている化
学物質の有害性の確認、作業方法の確認など）。
　②経営トップによる職場巡視・パトロールなどの実施。
　③系列協力会社、構内下請け事業場に対する安全衛生活動
の指導及び援助の実施。
　④安全衛生標語の募集及び発表。
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■労働災害減少と労働災害件数減少の重点対策

年末年始安全衛生総点検運動の実施

職場の安全衛生点検の実施

和田尚樹
折紙やあやとりなど指先を使い美しい
ものを生み出す技。日本が世界に誇る
技は案外身近なところにあり、物心つ
いた時からこうした技を体験している
ことが、日本を支える技術力の根幹に
あるのではないかと考えます。

相木紀彦
歌舞伎から生まれたとされる言葉「十
八番」は、日本人が技を「守り、継承
し、未来へ託す」が一言で表現された
「日本らしい」ものです。歌舞伎の隅
取模様の中に「十八番」の文字を潜ま
せました。

山村　萌
靴作りの本場イギリスの職人達が作る
いつまでも履き続けることができる靴
と、それを作る職人の技をコンセプト
に制作しました。

上原ミシェル理沙
日本の心と技を伝統工芸品である薩摩
切子の美しさで表現しました。薩摩切
子の伝統的な模様や色合いを活かした
ポスターにしてみました。

稲垣佑衣
今回は「技」がテーマなので、日本の
技を感じさせる「和柄」「友禅」など
をイメージし制作しました。和柄、友
禅ならではの自然や伝統の文様などで、
日本列島を表し、日本の美しい伝統の
心と技を表現しました。

成田朱里
和菓子職人の作る丁寧で繊細な技術を
表現したいと思ってこのポスターを作
成しました。日本の美しい和菓子を上
手く表現できていればうれしいです。
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　全日本印刷工業組合連合会（島村博之会長）は、10月４日「全

印工連フォーラム2013」を東京ビックサイト東6ホールにおい

て開催し、2010年秋に発表した「産業成長戦略提言2010」に

続く新たなビジョンとして、「産業成長戦略ビジョン2020」を

発表しました。フォーラムは、近々発行される提言書「印刷道～

ソリューション・プロバイダーへの深化～」の骨子・概要を示す

講演会と、深化の６つの方向性についてフォーラム参加者が自由

に意見を交わすワークショップの２部構成で行われました。席上、

島村会長は、新しいビジョンについて「策定を主導する産業戦略

デザイン室のメンバーは、自社が良くなるためには、まず、業界

が良くならなければいけないという共通認識を持っている。今回

の提言書には金額では表せない価値がある。じっくりと読み経営

に役立てていただきたい」と活用を呼掛けた。講演会での臼田真

人委員長と江崎克治副委員長の講演内容を報告します。

　□2020年の印刷予測
　2020年までの印刷産業を取り巻く環境は、超高齢化社会、
経済成長の長期停滞、デジタルメディア時代の本格到来など
の要因により、2020年の印刷市場は、市場規模が17％減、
従業員数が19％減、事業所数が20％減と予測されている。
2010年に発行した「ソリューション・プロバイダーへの進
化」でも市場予測を行ったが、ほとんど予測どおり推移して
いる。
　電子書籍、スマホなどに代表されるデジタルデバイスに移
行する中で、ユーザーがデジタルデバイスの方がいいと判断
すれば、それを引き止めるのは難しい。デジタルデバイスの
影響が大きい商業印刷・出版印刷は減少していくだろう。一
方、堅調なのは包装印刷・特殊印刷・シールラベル印刷だろ
う。しかし、我々の暮らしに直結した製品は、環境対応の影
響はあるだろうがなくなりはしない。我々が成長のきっかけ
となると判断しているのは、ソフトサービス・ソリューショ
ンである。水上光啓全印工連前会長の時代には、「１ドル
の印刷物の周りには６～７ドルの付帯サービスがある」と提
唱された。印刷の前や後にもっとたくさんの仕事の領域があ

る、と問いかけた。いわゆる「ワンストップサービス」であ
る。また、花崎博己元業態変革推進企画室委員長の時代には、
「業態変革マップ」を制作し、得意とする印刷を中核に考え
うる領域の全てを示した。
　３年前に「ソリューション・プロバイダーへの進化」を発
表した。その時に、「業態変革とソリューション・プロバイ
ダーはどう違うのか」との質問を受けたが、これは全く一緒
である、と返答をしている。我々印刷業の生産設備やお客様
との関係性などの強み、ノウハウを活かし、お客様のニーズ、
情報コミュニケーションにおけるあらゆる悩み事にとことん
答えていくこと、業界変革にチャレンジしている会社こそソ
リューション・プロバイダーになれるのである。
　ソフトサービスは全売り上げの３％ほどしかない。ただこ
のシェアはここ10年で２倍に増えている。このソフトサー
ビスに手を伸ばし、製造とセットで提供している会社は高い
売り上げ、経常利益をだしている。このソフトサービスに取
り組む必要がある。
　□ソフトサービス
　印刷会社が成長するためには、どうすればいいのか？　ソ
フトサービスの話になると印刷業界の悪い習慣で、「ハード
志向なのかソフト志向なのか｣、あるいは、「設備志向なの
かサービス志向なのか」の二極論になってしまう。決してど
ちらかではなく、あくまでも両方である。今までは設備を中
心とした業種目線であったが、これからは、お客様のあらゆ
るニーズを取り扱っている業態目線への変革が必要である。
例えば、お米だけ、お酒だけの「業種店」ではなく、お客様
のニーズを満たす「業態店」にならなければならない。
　サービスはお客様と会社を結ぶ接着剤である。結ばれた商

機で設備をフル稼働させる。結論を申し上げる。利益の源泉
は「印刷・加工」である。では、ソフトサービスとは何か？
それは、何をもって顧客に選ばれくっついていけるかという
接着剤である。私の会社（㈱アドピア）は、印刷機を持って
いません。だからわかる。企画・デザイン・マーケティング
でビルが建つか̶、どれだけ売り上げが上げられるか̶。当
社の売り上げの９割は印刷である。企画・マーケティングは
１割に満たない。我々は実態に即して、印刷・加工で利益を
上げなければならない。但し、ソフトサービスという接着剤
がないと印刷・加工部門は回らない。
　□印刷周辺のサービスを徹底する
　「紙積みしている間があれば価値を積んでほしい。価値を
積めば紙積みも増える」という言葉があった。
　故塚田益男氏の言葉をお借りすると「紙積み（専業目線）
よさようなら、価値積み（業態目線）よこんにちは」である。
私たち印刷人も目線を変えなければ、お客様から選ばれない
時代がとうにきていることを、皆さんと認識を共有したい。
　印刷業は、印刷のものづくりにこだわってきた。また、印
刷ワンストップサービス（業態変革）は提供する印刷関連
サービスの幅を広げてきた。そして、2020年を目指すソ
リューション・プロバイダーである。ソリューション・プロ
バイダーになるには段階がある。第１段階は、PSP（プリ
ントサービスプロバイダー）である。印刷関連以外の業務委
託までサービスの幅を広げ、徹底して提供する。第２段階が、
MSP（マーケティングサービスプロバイダー）である。印
刷の領域を超えてお客様のマーケティングに係る。つまり、
最適なサービスの組み合わせをソリューションとして必要に
応じて提供することである。いわゆるコンサルタント的な役
割を担う。こうした存在になると、お客様は他の会社を選べ
なくなる。接着剤（ソフトサービス）の割合がどんどん増え
ていく。つまり利益率が向上してくるということである。
　□チャレンジする土壌づくり
　2020年成長企業への飛躍を図るに、もうサービス対もの

づくりの議論はやめにしましょう。自社の強みを存分に活か
し、お客様に価値を提供し、会社が潤うようになれば、次の
事業にチャレンジする土壌ができる。2020年に向けて皆さ
んと進んでいきたい。
　2020年には、１社あたりの売上高は4.4％増、1社あた
りの従業員数は2.2％増、1人あたりの売上高は2.1％にな
ると予測するが、変革に取り組まれている会社と取り組まれ
ていない会社では大きな差がでる。

　□社会的存在意義
　この時代をどう捉えるか、コミュニケーション環境とメ
ディアの変化を考えてみる。何十年にわたる人口減少はかつ
て経験したことのない大きな影響を与えている。2100年に
は人口が半分になると予測される。このことはお客様も物も
半分になるということである。さらに、メディアの多様化に
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印工連フォーラム2013」を東京ビックサイト東6ホールにおい
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んと進んでいきたい。
　2020年には、１社あたりの売上高は4.4％増、1社あた
りの従業員数は2.2％増、1人あたりの売上高は2.1％にな
ると予測するが、変革に取り組まれている会社と取り組まれ
ていない会社では大きな差がでる。

　□社会的存在意義
　この時代をどう捉えるか、コミュニケーション環境とメ
ディアの変化を考えてみる。何十年にわたる人口減少はかつ
て経験したことのない大きな影響を与えている。2100年に
は人口が半分になると予測される。このことはお客様も物も
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より、以前は伝達する手段が電話か手紙であったものが、い
まは電子メディアになった。このメディアの利用時間を3年
前と比較してみると、一番増えたのは、「スマートフォン
でインターネットを使う｣、次いで、「パソコンでインター
ネットを使う｣、「携帯電話でインターネットを使う」など
がある。反対に一番減ったのは、「雑誌を読む｣、次いで、
「ラジオを聴く｣、「テレビを見る｣、「新聞を読む」である。
　新しいメディアが登場し、コミュニケーションの方法が多
様化してきたが、しかし、コミュニケーションの総量が減っ
たわけではない。新しいコミュニケーションスタイルに対応
するには、原点に還り「印刷」の特性を検証する必要がある。
いずれにせよ、こうした変化の中で、“印刷産業は衰退に向か
うのか”というとそうは思わない。
　印刷の原点をグーテンベルグの活版印刷に遡って考えてみ
る。印刷は「当事者のメディアである｣。16世紀のヨーロッ
パは教会が腐敗・堕落し、マルチン・ルターらの宗教改革が
起こった。ルターらは教会に行かず家に聖書を置いて読むよ
うに呼掛けた。こうして活版印刷の聖書はヨーロッパ中に広
まった。プロテスタントの信者は勤勉で質素だったので、貯
蓄を次の投資に回し、それが資本主義の発祥となったといわ
れている。印刷業は社会を変える情報産業であり、そのこと
にこそ印刷の社会的な存在意義があったと考える。
　メディアをコップにたとえると、コンテンツは中に入った
水である。テレビやラジオ、新聞はコップと水が一体化して
いるが、一体化している弊害はメディアに合わせてコンテン
ツを変えることである。印刷業は預かったコンテンツを変え
たりはせずに正確にメディアに仕上げていく。コンテンツと
メディアの間を繋ぐことに特化してきた産業である。メディ
アには嘘が多い。大企業の宣伝よりも、当事者のリアルな
メッセージが消費を動かしている。当事者の声をわかりやす
く伝えるデザイン、組版、製版、印刷が求められている。
　世の中は便利になった。しかし逆に、メッセージが伝わら
ない時代になった。誰しもが必要としているコミュニケー
ションに係るソリューションを、デザインや印刷・加工の技
術を駆使して、社会を変えていくことに印刷産業の使命があ
る。コンテンツをWeb、印刷物、電子書籍などと結び付ける
ことがサービスで、これが「価値の源泉」である。また、プ
ロダクトは「利益の源泉」であるというのが我々の考えである。
　□必要な3つの要素
　全印工連が提唱してきたソリューション・プロバイダーに

必要な要素をまとめてみると、①原点回帰、②ワンストップ
対応、③経営者の志である。
　原点回帰は、コンテンツとメディアを繋ぐ会社として、自
社が結び付けるものは何なのか、もっとも強いものは何なの
か、きちんと認識することが大切である。
　ワンストップ対応は、あらゆるコミュニケーションに対応
し加工する。自社でできなければお互いにに助け合って行な
う共創ネットワークが求められる。
　経営者の志は、メディアと同様に人の価値観は多様化して
いる。社員に何を提供するのかを明確にしなければならない。
幕末・明治時代にも、時代の価値観に馴染めない人が多い中、
資本主義のリーダーがいたからこそ今の我々がある。新しい
経営スタイルをもって皆さんを引っ張っていく必要があると
思っている。
　自社の強みを生かした具体的な戦略方向性には次の6つが
ある。
　「地域活性プロモーター」は、全国津々浦々どこでもある
業種という特性を活かす。今回の提言にあたり、全国5箇所
でステークホルダーダイアローグ（利害関係者との対話）を
行なったが、これからの印刷産業は様々な顧客を持ち、地域
に根ざしている利点を活かし、地域活性化のまとめ役、中心
役になって欲しいとのご意見を頂戴した。
　「特定機能プロバイダー」は、業種や業界に関係なく、ど
の会社にもあるような販促物などの最適なメディアを付帯
サービスと組み合わせていく。
　「特定業界スペシャリスト」は、特定の業種・業界に絞る。
その業界に必要な物を包括的に提供する。
　「メディアプロダクトメーカー」は、印刷を中心とした製
品を自社開発し、自らのチャンネルで販売する。ステーショ
ナリーやキャラクターグッズなどである。
　「パーソナルメディアショップ」は、プリントショップの
発展形だがより名前や画像などをバリアブルで制作し、パー
ソナライズ印刷がより中心となっていくだろう。フォトブッ
クなどはリアル店舗でもネットでも展開できる。例えば、写
真が趣味という人などのコミュニティのハブとしても可能性
がある。
　「印刷製造スペシャリスト」は、印刷製造に特化すること
も当然考えられる。コスト・品質・納期を徹底化する。プリ
プレスからポストプレスまでワンストップ対応することがで
きる。

　□地域活性プロモーター
　－地域活性プロモーターとは、地域に固有の文化、風俗、
習慣などを熟知し、多種多様なメディアや付帯サービスを組
み合わせ、地域の活性化や成長を地域ぐるみで実現するため
に、地域のまとめ役として各種のプロモーションを支援－
　地域の資源を発掘（見つける）し、ブランド化（磨く）し
て、広く知らしめ（伝える）ることで、住む人にも来る人に
も楽しい（輝く）市場を築く業態である。地域活性化のプロ
デューサーとして、地元の課題を把握し、解決策を提示して
いく能力が問われる。
　□特定機能プロバイダー
　－特定機能プロバイダーとは、「販促」「イベント」「広
報」「顧客データ管理」など、業種や業界に特定されず、多
くの企業や組織に必要な「特定の機能」を、最適なメディア
と付帯サービスを組み合わせ、高い専門性で提供していく－
　販売促進、権利問題、広報などの顧客の事業活動に伴う業
務の外注先となる業態。BPOに代表されるように、外注で
きるところは外注しようという企業の動きを捉え、印刷会社
がその受け皿となることで、顧客との新しい関係性を築く提
案になる。
　□特定業界スペシャリスト
　－特定業界スペシャリストとは、特定の業種・業界の製品、
ビジネス、あるいは、業務プロセスを熟知することで、顧客
との同等の立ち位置で顧客の問題解決に努め、最適なメディ
アや付帯サービスの選択と活用を提案・提供する－
　介護や出版といった特定の業種、業界に特化し、業界固有
の課題解決を提案する業態。必要なリソースとしても、顧客
のマーケティングや人材育成を指南できるコンサルタントに
近い立場が求められる。
　□メディアプロダクトメーカー
　－メディアプリダクトメーカーとは、印刷物を含む多種多
様なメディアを、顧客から請け負うのではなく、自らもリス
クを負い、商品として自前チャンネルや他のチャンネルで販

　※事例として紹介された企業　
　㈱豊予社「八幡浜ちゃんぽんで街を元気に｣、㈱ユニバー
サルポスト「折り鶴に込めた思いをソリューションで繋ぐ」、
佐川印刷㈱「製造業からコミュニケーション業への変革」、

売する。キャラクターグッズ、ステーショナリーなどの紙製
品、トランプ・トレーディングカード、フリーペーパー、出
版、電子出版など－
　自社開発した個別の製品・商品、サービス、製造ラインを
武器に、企画開発力を強みとして市場を切り開いていく業態。
印刷物の製造ノウハウだけでなく、物を売るためのインター
ネットなど、多様なメディアチャンネルを用いた展開や、ヒ
アリング能力に長け、販売支援までの業務の幅を広げる人材
の獲得が課題となる。
　□パーソナルメディアショップ
　－パーソナルメディアショップとは、個人や商店ユースに
対応する「プリントショップ」の発展形としての挑戦。パー
ソナラライズされた印刷物、ギフト、その他、多様なメディ
ア関連商品を扱い、商品だけでなく利用者によるコミュニ
ティも提供するなど、同じ価値を持つ人達の新たなコミュニ
ケーションハブとしての可能性も期待される－
　印刷物、ギフトなど多様なメディア関連商品を取り扱い、
地域コミュニティや特定の嗜好を持った客層のコミュニケー
ションハブとなる業態。
　パーソナルニーズに応え、バリアブルプリントから他メ
ディアへの導線設計を行なえるプロデュース力や、地域課
題に応えるサービス力が強みとなる。
　□印刷製造スペシャリスト
　－印刷製造に特化し、コスト、品質、納期対応などでの優
位性や、特殊加工などでの付加価値を提供する。徹底した合
理化と戦略的設備投資により、プリプレスからポストプレス
までのワンストップ対応で印刷製造機能をリードする－
　品質、価格、納期は勿論、データ加工や特殊印刷などでも
ものづくりを極める業態。競合他社からぬきんでた技術力と
それを存分に発揮できる設備はもとより、絶え間ない改善活
動が価値を生みだす。並行して新しい加工法や技術の転用先
を開発していくことで、従来の印刷業から一歩進んだ事業形
態へと発展できる。

㈱タニシ企画印刷「介護保険制度開始とともに、今では業
界のオピニオンリーダーとして｣、㈱ポプルス「コミック分
野に特化、顧客が喜ぶ仕掛け次々に｣、㈱メイセイプリント
「徹底的な強みの追及が自社ブランド力をアップ｣、本山印
刷㈱「常に耳を傾けていく姿勢と行動力が作り上げた自社ブ
ランド｣、㈱長英「受身営業からの脱却｣、精巧印刷㈱「印刷
の枠を超えた価値を生みだすサービス業へ｣、㈱セントラル
プロフィックス「高品質のカテゴリーキラーに｣、㈲篠原紙
工「加工技術を元に印刷製品企画・開発へ｣。
　※新印刷産業成長戦略ビジョン『印刷道』～ソリューショ
ン・プロバイダーへの深化～は近々冊子として発行され、組
合員に配布の予定。
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より、以前は伝達する手段が電話か手紙であったものが、い
まは電子メディアになった。このメディアの利用時間を3年
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パは教会が腐敗・堕落し、マルチン・ルターらの宗教改革が
起こった。ルターらは教会に行かず家に聖書を置いて読むよ
うに呼掛けた。こうして活版印刷の聖書はヨーロッパ中に広
まった。プロテスタントの信者は勤勉で質素だったので、貯
蓄を次の投資に回し、それが資本主義の発祥となったといわ
れている。印刷業は社会を変える情報産業であり、そのこと
にこそ印刷の社会的な存在意義があったと考える。
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ない時代になった。誰しもが必要としているコミュニケー
ションに係るソリューションを、デザインや印刷・加工の技
術を駆使して、社会を変えていくことに印刷産業の使命があ
る。コンテンツをWeb、印刷物、電子書籍などと結び付ける
ことがサービスで、これが「価値の源泉」である。また、プ
ロダクトは「利益の源泉」であるというのが我々の考えである。
　□必要な3つの要素
　全印工連が提唱してきたソリューション・プロバイダーに

必要な要素をまとめてみると、①原点回帰、②ワンストップ
対応、③経営者の志である。
　原点回帰は、コンテンツとメディアを繋ぐ会社として、自
社が結び付けるものは何なのか、もっとも強いものは何なの
か、きちんと認識することが大切である。
　ワンストップ対応は、あらゆるコミュニケーションに対応
し加工する。自社でできなければお互いにに助け合って行な
う共創ネットワークが求められる。
　経営者の志は、メディアと同様に人の価値観は多様化して
いる。社員に何を提供するのかを明確にしなければならない。
幕末・明治時代にも、時代の価値観に馴染めない人が多い中、
資本主義のリーダーがいたからこそ今の我々がある。新しい
経営スタイルをもって皆さんを引っ張っていく必要があると
思っている。
　自社の強みを生かした具体的な戦略方向性には次の6つが
ある。
　「地域活性プロモーター」は、全国津々浦々どこでもある
業種という特性を活かす。今回の提言にあたり、全国5箇所
でステークホルダーダイアローグ（利害関係者との対話）を
行なったが、これからの印刷産業は様々な顧客を持ち、地域
に根ざしている利点を活かし、地域活性化のまとめ役、中心
役になって欲しいとのご意見を頂戴した。
　「特定機能プロバイダー」は、業種や業界に関係なく、ど
の会社にもあるような販促物などの最適なメディアを付帯
サービスと組み合わせていく。
　「特定業界スペシャリスト」は、特定の業種・業界に絞る。
その業界に必要な物を包括的に提供する。
　「メディアプロダクトメーカー」は、印刷を中心とした製
品を自社開発し、自らのチャンネルで販売する。ステーショ
ナリーやキャラクターグッズなどである。
　「パーソナルメディアショップ」は、プリントショップの
発展形だがより名前や画像などをバリアブルで制作し、パー
ソナライズ印刷がより中心となっていくだろう。フォトブッ
クなどはリアル店舗でもネットでも展開できる。例えば、写
真が趣味という人などのコミュニティのハブとしても可能性
がある。
　「印刷製造スペシャリスト」は、印刷製造に特化すること
も当然考えられる。コスト・品質・納期を徹底化する。プリ
プレスからポストプレスまでワンストップ対応することがで
きる。
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態へと発展できる。

㈱タニシ企画印刷「介護保険制度開始とともに、今では業
界のオピニオンリーダーとして｣、㈱ポプルス「コミック分
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□愛印工・マーケティングセミナー

　全日本印刷工業組合連合会では、「企業が持続可能な経

営をするためには、社会から求められる様々な要請に応え

るCSR（企業の社会的責任）に取り組み、経営戦略として

マーケティングに活用することが必要である」との認識か

ら、「全印工連CSR認定制度」を創設しています。

　平成25年４月に第１回のCSR認定募集を行い、現在まで

に認定企業は60社になりました

　只今、第4回の認定募集を行っています。

　〈応募資格〉

　都道府県印刷工業組合に所属する組合員企業。

　〈募集期間〉

　2013年11月１日から2014年１月31日。※2014年３

月認定登録（予定）。

　〈申請書類〉

　応募申込書の受領後、全員工連より申請書を送付。次の

書類を提出。①CSR取り組みチェックリスト、②法令遵守

宣誓書（所定用紙）、③納税証明書（税務署が交付した証

明書）、④過去３年の行政処分がないことの宣誓書（所定用

紙）、⑤添付書類（CSR取り組み項目チェックリストで選択

した項目を証明する書類）。

　〈認定の概要〉

　ワンスター認定はCSR認定の標準認定であり、審査機関

の横浜市立大学CSRセンターが書類審査を実施し、外部の

有識者で構成する全印工連CSR認定委員会において認定す

る。認定後は２年ごとに更新審査を行い、上位認定である

ツースター認定（準備中）を取得することが可能。

　〈認定費用〉

　認定費用は従業員規模で異なる。詳細は下記まで問い合わ

せを。

　〈問い合わせ先〉

　「全印工連CSR」で検索

　【セミナー要旨】
　□客が来ないのはなぜか？
　竹内講師は、印刷業界の「客が来ない」「売れない」の悩
みに陥る２大要因を挙げる。それは、「売り上げを伸ばすこ
とを複雑に考えすぎている｣、また、｢何から手をつけていい

　愛印工・マーケティング委員会（鬼頭則夫委員長）によるマー
ケティングセミナーが、10月８日ウインクあいちにおいて、講師
に経営コンサルトの竹内謙礼氏（㈲いろは代表）を招き、「安売
りせずに、お客さんをがっちりつかむ技術」と題し行われた。セ
ミナーの中で竹内氏は、「客が来ない理由」「売れない理由」に
ついて、経営コンサルタント業で培った持論を展開し、「客が来
る」「売れる」ためのアクションを紐解いた。
　セミナーに先立ち鬼頭委員長が「印刷業界は大変厳しい環境に
おかれている。そんな状況の中で得てして安売り競争に走ってし
まうが、結局その行為は、自分の首を自分で絞めていることに他
ならない。そうならないために、安売りせずにどのようにしてお
客さんの心を掴み、売り上げを伸ばすことができるのか、竹内先
生からそのいろはをお聞きする。何か一つでも感じるところがあ
れば、是非実践していただきたい」と挨拶。120名の聴講者が
あった。

のかわからない」からといい、この要因を具体的に掘り下げ
てみると、｢①情報が入りすぎ、いろいろな販促に手をだし
すぎている、②『業界の常識』と『新しくやるべきこと』の
狭間で悩んでいる、③既存の販促を諦めてしまい、基本がで
きていない販促を展開している、などがある。さらに、④限
られた『人』と『予算』と『時間』の優先順位がわからない、
⑤業界全体への不安から、すべての販促が中途半端になって
いる」などを挙げる。
　「客が来ないのはなぜか」その要因を、｢①他の印刷会社
の方が安い、②他の印刷会社の方が質が良い、③他の印刷会
社の方が近いし買いやすい、④他の印刷会社の方が接客が良
い」などにより、客が流れるからだとする。これを食い止め
るにはどうするか。「価格を下げる、広く告知してお客さん
を集める」などがあるとしながらも、｢価格を下げたり宣伝
をするなど、中小の企業ではとても無理な話である」と指摘。
逆に、｢価格を上げ、広告費はできるだけ使わない方法を考
えてみる」と提案する。しかし、この厳しい競争の中で、価
格を据え置いたり、上げることは至難の業である。
　□顧客の心理を掴む
　竹内講師は、｢そこで考えていただきたいのは、高くても

買うという顧客の心理である」と、顧客の心理動向に触れ、
「①大好きだから高くても買う、②大好きだからその店で買
う、③大好きだから文句も言わない、④大好きだから遠くま
で買いに行く」といった顧客の行動から、「大好き」にさせ
ることができれば、「顧客は来るし、値下げをしなくても済
む」とする。
　この大好きにさせるためにはどうするか。「ストリーの必
要性｣、「人を好きにさせる｣、「時間をかける」、そのた
めには、「情報発信、コミュニケーションを増やす」ことが
必要だと強調する。そこで、客が来るためのアクションをど
うするか、それが仕事の優先順位、ランク付けになる。具体
的には、「①どうせダメだ、そんなことやっても無駄だ、と
絶対に思わない、②お客さんとたくさん話すチャンスをつく
る、③独自のニュースレターを配布する、④販促企画を積極
的に展開する、⑤営業DM、営業チラシで新規顧客を獲得す
る、⑥常連客扱いを徹底する、⑦礼状を出す」などを挙げる。
　□仕事ができると思わせる
　さらに竹内講師は、印刷営業で「売れない（契約が取れ
ない）のはなぜか」と疑問を投げかける。「売れないのは顧
客に情報が伝わっていないからだ」とし、その要因として、
「①お得な商品だと思わない、②価格が高い理由がわからな
い、③性能がわからない、④購入後のイメージがわかない、
⑤興味がわいてこない、⑥他社との違いがわからない」など
を指摘。
　情報を「伝える」ためにはどうするか。その答えは、「仕
事ができると思わせる」ことにあるという。では、どうすれ
ばいいのか、その具体例として、「①売り上げを伸ばすネタ
をもっている、②相手に、自分は大切な客だと思わせる、③
仕事のスピードが速い」などと、「分かりやすく伝える」点
にも触れ、「①効果をはっきりと伝える、②イメージをわか
せる（説明文ではダメ）、③面白い・楽しい、④違いを明確
に伝える」などを列挙する。
　そして、「売れる」ためのアクションについて、次のよう
に伝授する。「①いまの仕事をさらに効率よくして、顧客に
喜んでもらう方法を実践する、②営業のシミュレーションを
スタッフ全員で行なう、③競合他社を徹底的に考察し、対策
方法を協議する」とし、さらに、「①顧客に喜んでもらう情
報（売り上げを伸ばす情報）を集める、②新規事業、新サー
ビスの模索」なども付け加える。

　最後に竹内講師は、「客が来ない、売れないの悩みは３ヶ
月で決着を付け、難しいことからやらない、売れる成功体験
を積む」ことなどを強調した。

　竹内講師の無料メールマガジン「ボカンと売れるネット通信講
座」を開講している。この講座は、週に一回、竹内氏がビジネス
やネット販促について最新情報を紹介する無料のメールマガジン。
http://e-iroha.com
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■全印工連「CSR認定」の案内

第４回ワンスター認定募集中
2014年１月31日締切り

安売りせずに、お客さんをがっちりつかむ技術

「客が来る」「売れる」ためのアクション
講師：竹内  謙礼
経営コンサルタント・㈲いろは代表

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業名 平成26年新春　新年互礼会
ところ 名古屋東急ホテル
演題：「印刷道～ソリューション・プロバイダーへの深化～」
講師：鳥原久資氏 全印工連産業戦略デザイン室委員
講演会のみの参加も受け付けます。
詳細は開催案内をご確認ください。
参加費：13,000円(組合員・講演会含)
　　　 16,000円(一般・講演会含)
事業名 アドビテクニカルセミナー 2014 冬の陣
ところ ウインクあいち　1103会議室
事業名 印刷機の予防保全セミナー
ところ メディアージュ愛知　３階　大会議室
定員：4０名　参加費無料
事業名 第2回マーケティングセミナー
ところ メディアージュ愛知　３階　大会議室
事業名 第2回経営セミナー「未来を破壊する」を読み解く
ところ ウインクあいち　1202会議室
参加費：組合員4,000円、2人目から3,000円・一般6,０００円

平成26年
１月10日㈮

１月20日㈪
14:00～17:00
１月25日㈯
10:00～
　　12:00
2月25日㈫
19:00～20:30
３月 6日㈭
18:30～
　　20:00

●身近な催し物のお知らせ（関連団体）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業名 中部グラフィックコミュニケーションズ工業組合
 「第一回クロスメディアカンファレンスNAGOYA」
ところ ウインクあいち　1002会議室
参加費：7,000円（学生3,000円）　定員：100名
講演：小林 弘人氏 ㈱インフォバーン代表取締役CEO
　　「メディア化する企業と新しい時代のマーケティング」90分
　　徳力基彦氏 アジャイルメディア・ネットワーク㈱
　　代表取締役社長
　　「企業のソーシャルメディア活用の基本コンセプト」 90分
　　町田　聡氏　アンビエントメディア代表
　　「最先端映像表現を用いたマーケティング手法」 90分
お問合先：電話052-962-5771FAX052-951-0569（担当：高屋）

１月24日㈮
13:00～
　　18:50

竹内謙礼講師



□愛印工・マーケティングセミナー

　全日本印刷工業組合連合会では、「企業が持続可能な経

営をするためには、社会から求められる様々な要請に応え

るCSR（企業の社会的責任）に取り組み、経営戦略として

マーケティングに活用することが必要である」との認識か

ら、「全印工連CSR認定制度」を創設しています。

　平成25年４月に第１回のCSR認定募集を行い、現在まで

に認定企業は60社になりました

　只今、第4回の認定募集を行っています。

　〈応募資格〉

　都道府県印刷工業組合に所属する組合員企業。

　〈募集期間〉

　2013年11月１日から2014年１月31日。※2014年３

月認定登録（予定）。

　〈申請書類〉

　応募申込書の受領後、全員工連より申請書を送付。次の

書類を提出。①CSR取り組みチェックリスト、②法令遵守

宣誓書（所定用紙）、③納税証明書（税務署が交付した証

明書）、④過去３年の行政処分がないことの宣誓書（所定用

紙）、⑤添付書類（CSR取り組み項目チェックリストで選択

した項目を証明する書類）。

　〈認定の概要〉

　ワンスター認定はCSR認定の標準認定であり、審査機関

の横浜市立大学CSRセンターが書類審査を実施し、外部の

有識者で構成する全印工連CSR認定委員会において認定す

る。認定後は２年ごとに更新審査を行い、上位認定である

ツースター認定（準備中）を取得することが可能。

　〈認定費用〉

　認定費用は従業員規模で異なる。詳細は下記まで問い合わ

せを。

　〈問い合わせ先〉

　「全印工連CSR」で検索

　【セミナー要旨】
　□客が来ないのはなぜか？
　竹内講師は、印刷業界の「客が来ない」「売れない」の悩
みに陥る２大要因を挙げる。それは、「売り上げを伸ばすこ
とを複雑に考えすぎている｣、また、｢何から手をつけていい

　愛印工・マーケティング委員会（鬼頭則夫委員長）によるマー
ケティングセミナーが、10月８日ウインクあいちにおいて、講師
に経営コンサルトの竹内謙礼氏（㈲いろは代表）を招き、「安売
りせずに、お客さんをがっちりつかむ技術」と題し行われた。セ
ミナーの中で竹内氏は、「客が来ない理由」「売れない理由」に
ついて、経営コンサルタント業で培った持論を展開し、「客が来
る」「売れる」ためのアクションを紐解いた。
　セミナーに先立ち鬼頭委員長が「印刷業界は大変厳しい環境に
おかれている。そんな状況の中で得てして安売り競争に走ってし
まうが、結局その行為は、自分の首を自分で絞めていることに他
ならない。そうならないために、安売りせずにどのようにしてお
客さんの心を掴み、売り上げを伸ばすことができるのか、竹内先
生からそのいろはをお聞きする。何か一つでも感じるところがあ
れば、是非実践していただきたい」と挨拶。120名の聴講者が
あった。

のかわからない」からといい、この要因を具体的に掘り下げ
てみると、｢①情報が入りすぎ、いろいろな販促に手をだし
すぎている、②『業界の常識』と『新しくやるべきこと』の
狭間で悩んでいる、③既存の販促を諦めてしまい、基本がで
きていない販促を展開している、などがある。さらに、④限
られた『人』と『予算』と『時間』の優先順位がわからない、
⑤業界全体への不安から、すべての販促が中途半端になって
いる」などを挙げる。
　「客が来ないのはなぜか」その要因を、｢①他の印刷会社
の方が安い、②他の印刷会社の方が質が良い、③他の印刷会
社の方が近いし買いやすい、④他の印刷会社の方が接客が良
い」などにより、客が流れるからだとする。これを食い止め
るにはどうするか。「価格を下げる、広く告知してお客さん
を集める」などがあるとしながらも、｢価格を下げたり宣伝
をするなど、中小の企業ではとても無理な話である」と指摘。
逆に、｢価格を上げ、広告費はできるだけ使わない方法を考
えてみる」と提案する。しかし、この厳しい競争の中で、価
格を据え置いたり、上げることは至難の業である。
　□顧客の心理を掴む
　竹内講師は、｢そこで考えていただきたいのは、高くても

買うという顧客の心理である」と、顧客の心理動向に触れ、
「①大好きだから高くても買う、②大好きだからその店で買
う、③大好きだから文句も言わない、④大好きだから遠くま
で買いに行く」といった顧客の行動から、「大好き」にさせ
ることができれば、「顧客は来るし、値下げをしなくても済
む」とする。
　この大好きにさせるためにはどうするか。「ストリーの必
要性｣、「人を好きにさせる｣、「時間をかける」、そのた
めには、「情報発信、コミュニケーションを増やす」ことが
必要だと強調する。そこで、客が来るためのアクションをど
うするか、それが仕事の優先順位、ランク付けになる。具体
的には、「①どうせダメだ、そんなことやっても無駄だ、と
絶対に思わない、②お客さんとたくさん話すチャンスをつく
る、③独自のニュースレターを配布する、④販促企画を積極
的に展開する、⑤営業DM、営業チラシで新規顧客を獲得す
る、⑥常連客扱いを徹底する、⑦礼状を出す」などを挙げる。
　□仕事ができると思わせる
　さらに竹内講師は、印刷営業で「売れない（契約が取れ
ない）のはなぜか」と疑問を投げかける。「売れないのは顧
客に情報が伝わっていないからだ」とし、その要因として、
「①お得な商品だと思わない、②価格が高い理由がわからな
い、③性能がわからない、④購入後のイメージがわかない、
⑤興味がわいてこない、⑥他社との違いがわからない」など
を指摘。
　情報を「伝える」ためにはどうするか。その答えは、「仕
事ができると思わせる」ことにあるという。では、どうすれ
ばいいのか、その具体例として、「①売り上げを伸ばすネタ
をもっている、②相手に、自分は大切な客だと思わせる、③
仕事のスピードが速い」などと、「分かりやすく伝える」点
にも触れ、「①効果をはっきりと伝える、②イメージをわか
せる（説明文ではダメ）、③面白い・楽しい、④違いを明確
に伝える」などを列挙する。
　そして、「売れる」ためのアクションについて、次のよう
に伝授する。「①いまの仕事をさらに効率よくして、顧客に
喜んでもらう方法を実践する、②営業のシミュレーションを
スタッフ全員で行なう、③競合他社を徹底的に考察し、対策
方法を協議する」とし、さらに、「①顧客に喜んでもらう情
報（売り上げを伸ばす情報）を集める、②新規事業、新サー
ビスの模索」なども付け加える。

　最後に竹内講師は、「客が来ない、売れないの悩みは３ヶ
月で決着を付け、難しいことからやらない、売れる成功体験
を積む」ことなどを強調した。

　竹内講師の無料メールマガジン「ボカンと売れるネット通信講
座」を開講している。この講座は、週に一回、竹内氏がビジネス
やネット販促について最新情報を紹介する無料のメールマガジン。
http://e-iroha.com
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第４回ワンスター認定募集中
2014年１月31日締切り

安売りせずに、お客さんをがっちりつかむ技術

「客が来る」「売れる」ためのアクション
講師：竹内  謙礼
経営コンサルタント・㈲いろは代表

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業名 平成26年新春　新年互礼会
ところ 名古屋東急ホテル
演題：「印刷道～ソリューション・プロバイダーへの深化～」
講師：鳥原久資氏 全印工連産業戦略デザイン室委員
講演会のみの参加も受け付けます。
詳細は開催案内をご確認ください。
参加費：13,000円(組合員・講演会含)
　　　 16,000円(一般・講演会含)
事業名 アドビテクニカルセミナー 2014 冬の陣
ところ ウインクあいち　1103会議室
事業名 印刷機の予防保全セミナー
ところ メディアージュ愛知　３階　大会議室
定員：4０名　参加費無料
事業名 第2回マーケティングセミナー
ところ メディアージュ愛知　３階　大会議室
事業名 第2回経営セミナー「未来を破壊する」を読み解く
ところ ウインクあいち　1202会議室
参加費：組合員4,000円、2人目から3,000円・一般6,０００円

平成26年
１月10日㈮

１月20日㈪
14:00～17:00
１月25日㈯
10:00～
　　12:00
2月25日㈫
19:00～20:30
３月 6日㈭
18:30～
　　20:00

●身近な催し物のお知らせ（関連団体）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業名 中部グラフィックコミュニケーションズ工業組合
 「第一回クロスメディアカンファレンスNAGOYA」
ところ ウインクあいち　1002会議室
参加費：7,000円（学生3,000円）　定員：100名
講演：小林 弘人氏 ㈱インフォバーン代表取締役CEO
　　「メディア化する企業と新しい時代のマーケティング」90分
　　徳力基彦氏 アジャイルメディア・ネットワーク㈱
　　代表取締役社長
　　「企業のソーシャルメディア活用の基本コンセプト」 90分
　　町田　聡氏　アンビエントメディア代表
　　「最先端映像表現を用いたマーケティング手法」 90分
お問合先：電話052-962-5771FAX052-951-0569（担当：高屋）

１月24日㈮
13:00～
　　18:50

竹内謙礼講師
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　最低賃金（時間額）が各都道府県で改定

されました。愛知県の場合これまでの758

円から22円アップし780円になりました。

　最低賃金制度とは、最低賃金法に基づき

国が賃金の最低額を決め、使用者（事業

主）は、その最低賃金額以上の賃金を労働

者に支払わなければならないとする制度で

す。最低賃金額以上の賃金を支払わない場

合には、罰則（50万円以下の罰金）が定

められています。

　最低賃金には、「地域別最低賃金」と

「特定（産業別）最低賃金」の2種類があ

ります。

　地域別最低賃金は、常用、臨時、パート、

アルバイト、嘱託などの雇用形態や呼称に

係らず、都道府県内で働くすべての労働者

とその使用者に適用されます。特定（産業

別）最低賃金は、特定地域内の特定産業の

基幹的労働者とその使用者に対して適用さ

れます。また、派遣労働者は、派遣先の最

低賃金が適用されます。

　(※)最低賃金には次の賃金は算入しませ

ん。①臨時に支払われる賃金（結婚手当

てなど）、②１ヶ月を超える期間ごとに支

払われる賃金（賞与など）、③所定労働時

【お詫び】

　先月号において、協同印刷㈱の訃報をお

伝えしましたところお名前に誤りがありま

した。関係各位にご迷惑をお掛けしました

こと、深くお詫び申し上げるとともに、再

度、正しい内容を掲載いたします。

　訃報

　■協同印刷㈱専務取締役川合浩氏は10

月23日ご逝去されました。葬儀・告別式

は10月26日豊橋市の「葬儀会館ティア豊

橋南」において執り行われました。謹んで

ご冥福をお祈りいたします。

　京都府印刷工業組合（滝本正明理事
長）では、全国の印刷組合並びに関連企
業が結集する「2014全日本印刷文化典
京都大会」（平成26年10月24日・25
日）に合わせ、「販促アイデアグランプ
リ2014」を開催する。この催事は、デ
ジタル技術の発展により情報伝達手段が
多様化する中で、様々なアイデアを駆使
して印刷需要の拡大に成功している全国
各地の組合員より出展を募集する。「販
促アイデアグランプリを実施することで、
出展社の一層の販促拡大と組合員間の連
携やコラボレーションに繋がり印刷業界
全体の活性化に結び付く」としている。
　【出展募集要項】
　▼名称：「販促アイデアグランプリ」
　▼会期：平成26年10月24日午後５
時～７時
　▼会場：ウェスティン都ホテル東館２
階
　▼募集対象：第一次募集／全国の印刷
工業組合並びに印刷工業組合会員企業

　▼出展募集：①斬新で独創性のある販
促アイデアであること、②具体的な販促
活動が可能であること
　▼募集時期：平成26年３月
　▼出展小間：直径２メートルの円卓
　▼出展料：１小間３万円(消費税込み)
　▼審査方法：来場者１人１票の投票
　▼賞金：グランプリ他（賞金総額100
万円）
　▼表彰：会期当日午後7時より開催の
「記念パーティー」の席上で表彰
　▼詳細：京都府印刷工業組合事務局
　TEL075(312)0020　FAX075
(314)8692

間を超える時間の労働に対して支払われる

賃金（時間外割増賃金など）、④所定労働

日以外の日の労働に対して支払われる賃金

（休日割増賃金など）、⑤午後10時～午前

５時までの間の労働に対して支払われる賃

金の内、通常の労働時間の賃金の計算額を

超える部分（深夜割増賃金など）、⑥精皆

勤手当、通勤手当、家族手当。

　⑴時間給の場合

　時間給≧最低賃金額（時間額）

　⑵日給の場合

　日給÷１日平均所定労働時間≧最低賃金

額（時間給）ただし、日額が定められてい

る特定（産業別）最低賃金が適用される場

合には、日給≧最低賃金額（日額）

　⑶月給の場合

　月給÷１ヶ月平均所定労働時間≧最低賃

金額（時間額）

　⑷上記の組み合わせの場合

　例えば、基本給が時間給制で各手当（職

務手当てなど）が月給制などの場合は、そ

れぞれ上記⑴、⑶の式により時間額に換

算し、それらを合計したものを最低賃金額

（時間額）と比較します。

－ 14 － － 3 －

巻頭言

　2013年11月６日から10日まで、第４回ポ
スターグランプリが行われました。
　ご後援、ご協賛、ご協力いただきました組合
の皆様方には、厚く御礼申し上げます。
　今回のポスターグランプリは、学生の方に
とどまらず、一般の方からの作品も応募の対象
としました。今回のテーマは、「技」あなたが
イメージする「技｣。グランプリの決定につい
て、①テーマを的確に表現していること、②ポ
スター機能としてのメッセージ性に優れている
こと、③斬新な発想とアイデアにより独自の新
規性を有すること、④ポスターデザインの観点
から、見やすさにおいて優れていることを中心
に、総合的に審査。その結果、グランプリには、
学生の竹内君佳さんが受賞しました。心よりお
祝い申し上げます。
　全印工連では、2013年10月４日に、「全
印工連フォーラム2013」を開催しました。
フォーラム第１部のプレゼンテーションでは、
印刷産業新成長戦略「印刷道　～ソリューショ
ン・プロバイダーへの深化～」の骨子・概要、
およびソリューション・プロバイダーの６類型
（戦略方向性）の説明が行われました。
　フォーラムの中では、印刷産業は、2020年、

市場規模17％減などの厳しい状況になること
を予測。その厳しい状況を乗り切るため、ソ
リューション・プロバイダーとして、持続可能
な成長をし、未来を創る印刷産業へと進化を遂
げるための戦略を６類型の方向性に分けて提言
がなされました。
　2020年に成長企業として飛躍するために
は、印刷のものづくりにこだわる、印刷ワンス
トップサービスを行い、提供する印刷関連サー
ビスの幅を広げる、印刷関連以外の業務受託ま
でサービスの幅を広げることなどが必要である
と言われました。
　現在のデジタル化された設備における印刷で
は、職人芸のようなものがだしづらくなったと
思います。言い換えれば、誰にでもできる仕事
になったといえます。
　しかしながら、デジタル化された設備におい
ても印刷のものづくりにこだわることが必要で
す。その中から、新たな技が生まれ、その技が
ビジネスチャンスにつながると思います。
　前述したように、第４回ポスターグランプリの
テーマは、「技｣。今後、厳しいとされる印刷業
界ですが、今後の成長のためには、原点に戻っ
て「技」にこだわる必要があると考えます。

「技にこだわる」

副理事長　細井　俊男

2014全日本印刷文化典京都大会

「販促アイデアグランプリ2014」
出展社募集

■最低賃金・改定　　　　　　　　　 愛知県の最低賃金780円に!!

臨時、パート、アルバイト、嘱託など雇用形態に係らず、すべての労働者に適用
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